
















































人の若い姫君たちをもつ父としてなかなか世俗的執着から解き放たれない精神を象る俗聖の所在なさを象徴 かねない隠棲地としてはいわば中途半端な空間形成を余儀なくされている〈地〉と て、宇治川の瀬々は荒々しくとも、宇治は最も適しかった居住空間だ もし ない である。
しかし、一転してその父八の宮に見捨てられていた浮舟の登場
（宇治十









































されている。また太皇太后宮大夫実資も急きょ参入した 、結局は病悩や物忌を口実にしてい 中納言時光がその役を担当すること なっ 。
この失態は左大臣道長が右大将道綱や宰相中将斉信らを引き連れて宇治













































































時許至着、舟中管絃・聯句・和歌有其数、出題初作文事、江山属一家、以情為韻、春宮大夫・大皇大后宮大夫・皇大后宮 夫・侍従中納言・左衛門督・左右宰相・二位中将・左 弁・殿上人十余人 権大納言別船相具、是依觸穢也、（意訳
―
辰刻に、宇治に行った。同行の人々とは、道で落ち合った。これは先日の決
定によったものである。賀茂の河尻で舟に乗った。戌刻の頃、宇治に到着した。舟中において、管絃・連句・和歌が 数々行なわれた。題を出し 作文を始めた。題は「江山は一家に属す」であり 情を韻とした。参会者は、春宮大夫斉信・太皇太后宮大夫公任・皇太后宮大夫源俊賢 侍従中納言行成・左衛門督教 左右宰相中将源経房・藤原兼隆・二位中将頼宗・左大弁源道方 殿上人十余人であった。権大納言頼通は別の船に乗って伴な てきた。これは触穢によるためである。 ）
長和四




























（一 〇 〇 四 ）
年閏九月と長和二
































交流再開は、故定子所生の敦康親王を抱える道長方 とって、微妙 バランス感覚を強いられてい 。伊周には寛弘二











































































































































































































































































































たことを確認した上で、物語成立当時の白河 どの な風景として史上に記録されているのかを探る 、道長が寛弘元





（万寿四〈一 〇 二 七 〉年十二月四日没）
、相
続した頼通が初めて訪 たのは翌年の長元元





























































































































































































































記すが、 『日本紀略』は「白河院」 「白河第」 「白河殿」の三通りで一定しない。中でも「院」とあれば、皇室御領をまず考えねばならないが、皇室関係者が一時的でも滞在使用すれば、その邸第をそれに因んで呼称変化するのは慣例であったから、 「白河院」の名称 根拠は、万寿三
（一 〇 二 六 ）
年
に太皇太后宮彰子が出家し、上東門院となった彰子が寛徳二































（一 〇 四 五 ）
年において女院彰子が白河第に転居したことを
端に「白河の院」の呼称が定着したと憶測されるのであり、その渡御の直接的な由因は、後一条天皇の崩御
（長元九〈一 〇 三 六 〉年四月十七日）
に続き、
国母彰子の第二子である後朱雀上皇の崩御が寛徳二







































たにしても「白河の院」との呼称表出には至らない。 『寝覚』末尾欠巻部において仮死状態に陥った寝覚 上を隠し据える冷泉院に関わって、その白河 ある別業が「白河の院」として 浮上することから、 の成立時期や想定できる読者対象を鑑 て女院彰子が寛徳二
（一 〇 四 五 ）
年の白
























































その特徴があったといえようが、両者が共に藤原摂関家の別業所在地 あった点で、道長・頼通の時代相において常に一定の風景をみせ いる訳でもなかった。 に頼通時代は道長から摂政を引き継いだ後一条朝寛仁元（一 〇 一 七 ）
年から関白職を実弟教通に譲る後冷泉朝治暦三
（一 〇 六 七 ）
年まで実に
半世紀五十年に及ぶ政権掌握の経過 中で、宇治の地も政治的・文化的変容を遂げていた。頼通は永承七







（一 〇 四 五 ）
年以降の〈白河〉が女院彰子の隠棲地となるに及んで、
─1注─


















































































































（一 〇 〇 七 ）
年から寛弘六




















































〈一 九 九 三 〉年）
に従って、康平三



























注1〈二 〇 〇 九 〉年）






















































（一 〇 一 二 ）
年四月二十七日



























































































の掲出資料を参考にした。 『小右記』 『小記目録』は大日本古記録、 『日
本紀略』 『扶桑略記』は国史 系 拠る。
 （
注注）円融朝の天禄三

















注〈一 九 九 三 〉年）
は、寛弘二
（一 〇 〇 五 ）
年
三月二十九日に開催された道長邸作文会
（詩題「花落春帰
レ路」 ）
の場が白河
殿であったと想定する。
　　　
頼通・彰子時代でも桜の名所たる由縁を歌集から数例挙げておく。
　　
◦ 『公任集』
（三七）
　　
白川にて
　　
故郷の花をもおもふ山桜ちるを見捨て帰りがたさよ
　　
◦ 『弁乳母集』
（一）
　　
白河殿のはなの水 ちるを
　　
白川のちかきわたりにちるはなは木ずゑにかゝる浪かとぞみる
　　
◦ 『後拾遺集』
（巻一、春上、一一九）
　　
 高倉の一宮
（祐子内親王―久下注）
の女房、花見に白河に

まかれりけるに、よみ侍りける

伊賀少将
　　　
　　　　
 なにごとを春のかたみに思はまし今日白河の花見ざりせば
　　
 なお公任は北白河に別荘をもっていたため、その長女
（定頼の妹）
が教通室
